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「
起
信
論
」
は
近
年
本
來
の
如
來
藏
の
論
書
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い

る
が
、

華
嚴
教
學
に
於
い
て
鉄
く
こ
と
の
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

,

は
少
し
も
攣
ら
な
い
所
で
あ
る
。
た
だ
し
、

い
ま
問
題
と
す
る
の
は
、

華
嚴
の
各
租
に
お
け
る

「
論
」
の
註
繹
に
つ
い
て
の
攣
遷
を
み
る
の
で

.

は
な
く
、
華
嚴
の
傳
統
に
お
け
る
法
藏
澄
観
宗
密
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
學

展
開
の
根
底
に

「
起
信
論
」
の
理
解
が
重
要
な
意
義
を
も
つ
て
い
る
こ

と
に
注
意
す
る
の
で
あ
る
。

閣

華
嚴
に
於
て
、
「起
信
論
」
に
關
す
る
基
本
的
解
繹
を
示
す

の

(
1
)

は
言
う
迄
も
な
く
法
藏
で
あ
る
。
彼
の
敏
學
は

「華
嚴
経
」
の
敏
説
の

立
場
を
以
て
樹
立
す
る
所
か
ら
、
所
謂
敢
剣
に
よ
る
位
置
づ
け
が
基
礎

と
な
る
が
、
同
別
二
教
釧
五
教
十
宗
到
等

の
う
ち
、
彼
の
圭
と
す
る
所

(2
)

は
五
敏
到
で
あ
る
。
「
起
信
論
」
は
こ
の
五
敏
釧
に
於
て
は
終
教

に
撮

せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
解
繹
は
殆
ん
ど
心
識
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
つ

て
、
「
論
」
の
ア
リ
ヤ
識
に
關
し
、
法
相
宗

(始
教
)
の
ア
ラ
ヤ
識
に
封

す
る
如
來
藏
の
理
事
融
通
眞
妄
倶
分
の
ア
リ
ャ
識
を
説
く
こ
と
を
課
題

と
し
て
い
る
。

所
が
こ
の
教
到
と
は
別
に
、
如
來
藏

の
経
論

の
註
繹
に
お
け
る
、
如
、來

藏
縁
起
宗
等
の
四
宗
到
が
あ
る
。
然
る
に
こ
れ
は
宗
釧
で
あ
つ
で
、
敏

釧
ど
し
て
は
五
敢
釧
に
從
う
も

の
で
あ
り
、

「華
嚴
経
」
に
は
燭
れ
な

い
と
し
て
も
、
「起
信
論
」
は
宗
と
し
て
は
四
宗
の
最
高
位
に
置
か
れ
、

そ
の
實
践
の
立
場
は
殊
に
重
視
さ
れ
る
所
で
あ

つ
て
、
こ
の
こ
と
が
彼

の
観
門
の
書
と
し
て
は

「妄
壼
還
源
観
」
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

帥
ち
、
彼
の
観
門
に
つ
い
て
は
、
華
嚴

の
傳
統
の

「
法
界
観
門
」
は

根
本
と
し
て
そ
の
ま
ま

「
華
嚴
三
味
章
」

の
中
に
説
か
れ
る
が
、

こ
れ

を
別
の
立
場
か
ら
論
ず
る
の
が

「妄
蓋
還
源
観
」
で
あ
り
、
そ
の
別
の

立
場
と
、は

「
起
信
論
」
を
根
底
と
す
る
立
場
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

全
髄
の
結
構
と
し
て
は

「論
」
の

一
心
二
門
三
大
四
信
五
行
に
似
た

一

髄
二
用
三
偏
四
徳
五
止
六
観
を
た
て
、
更
に
そ
の
重
要
な
所
に
は
屡

々

起
信
論
を
引
用
す
る
。
例
え
ば
、
「顯

一
髄
者
謂
自
性
清
浄
圓
明
髄
。

…
…
起
信
論
云
、
眞
如
自
髄
有
大
智
慧
光
明
義
故
…
…
自
性
清
浄
心
義

『
起
信
論
』
解
繹

の
攣

遷

(
小

林
)

二
二
五
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林
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二
二
六

故
。
」
「
二
用
者
…
…

一
者
海
印
森
羅
常
佳
用
。
言
海
印
者
眞
如
本
畳

也
。
…
…
言

一
法
者
所
謂

一
心
也
。
是
心
即
撮
二
切
世
間
出
世
間
法
帥

是

一
法
界
大
総
相
法
門
髄
云
々
」
等
の
如
く
で
あ
り
、

こ
れ
が
以
後
澄

、
観
に
於
け
る
教
學
の
展
開
の
源
と
な
る
貼
で
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
3
)

二

澄
観
は
、
こ
の
法
藏
を
承
け
る
の
で
あ
る
が
、
教
學
髄
系
と
し

て
は
別
敬

一
乗
の
う
ち
に

「
法
界
観
門
」
を
撮
す
る
所
に
み
ら
れ
る
如

く
観
門
を
圭
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
教
剣
に
於
て
は
同
別
二
教
剣
を
圭

と
す
る
が
こ
れ
は
十
宗
剣
で
第
八
眞
室
絶
相
宗
第
九
室
有
無
擬
宗
と
改

め
た
如
き
「
教
」
に
封
す
る

「宗
」
の
立
場
を
重
覗
す
る
も
の
で
あ
る
。

然
る

に
、
そ
の
観
門
を
立
場
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
観
行
の

實
践
は
繹
を
以
て
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
観
門

の
根
接
と
な
り
又

そ
の
内
容
を
あ
ら
わ
す
も
の
が
實
は

「起
信
論
」
で
あ
る
こ
と
は
今
の

場
合
甚

だ
重
要
で
あ
る
。
所
で

「法
界
観
冊
」
を
繹
す
る

「玄
鏡
」
に

於
て
は
傳
統
の
観
門
と
す
る
故
か

「起
信
論
」
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
論

じ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
敢
て

「
華
嚴
経
」

の
題
目
を
解
繹
す
る
所

に
そ
の
意
圖
は
知
ら
れ
る
。
即
ち
大
方
廣
を
所
讃
法
、
佛
華
嚴
を
能
讃

人
と
す
る
所
に
観
門
の
立
場
を
み
る
と
共
に
、
所
謹
の
法
界
を
三
大
に

ょ
つ
て
解
繹
す
る
所
等
は

「起
信
論
」
を
以
て
解
繹
の
底
意
と
す
る
こ

と
が
知

ら
れ
、
更
に
こ
の
繹
経
題
に
つ
い
て
は

「
大
疏
」
「行
願
品
疏
」

に
於
て
明
示
さ
れ
る
如
く
、
能
謹
の

「
一
心
」
と
所
謹
の

「
法
界
」
と

は
、
と
も
に

「論
」

の

「
一
心
」
「
法
界
」
を
以
て
立
論
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

然
る
に
、
彼
に
於
け
る

「
起
信
論
」
の
解

繹

は
、
「
論
」
の
忠
實
な

る
解
繹
で
な
く
華
嚴
に
於
け
る
解
繹
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
に
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
、
敏
と
し
て
は
漸
敏
中
の
終
教
に
搦
す
る
と
し
て
も
、
観
門

と
し
て
は
頓
の
立
場
に
於
て
把
握
す
る
こ
と

で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
彼

の
輝
と
不
離
の
關
係
に
あ
る
が
、
そ
の
頓
の
立
場
は
殆
ん
ど

二

心
」

に
關
す
る

「
畳

・
不
畳
、
本
畳

・
始
畳
」
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
の
で
あ

り
、
し
か
も
こ
れ
が
直
ち
に
華
嚴
の
立
場
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
様
な

「
起
信
論
」
の
把
握
は
、
「
大
疏
」
に
於

て
は
所
謂
法
性

宗
の
解
繹
と
し
て
、
又

「
行
願
品
疏
」
で
は

二

心
法
界
」
と
し
て
説

か
れ
る
。
「大
疏
」
に
於
て
は

「
玄
、談
」
は
勿
論

「間
明
」
「
夜
摩
宮
」

「
出
現
」
等

の
諸
品
の
繹
に
み
ら
れ
る
如
く
、
所
謂
法
性
宗
と
し
て
は

不
攣
と
随
縁
と
を
以
て
す
る
縁
起
の
解
繹
が
、
又
観
門
に
つ
い
て
は
悉

く

「得
見
心
性
」
「法
界

一
相
」
「
始
本
無
二
」
等
を
以
て
論
ぜ
ら
れ
、

す
べ
て
彼
の
輝
観
的
把
握
に
よ
る
起
信
論
の
解
繹
を
以
て
説
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
又
、
「行
願
品
疏
」
で
は

「其

法
界
者
…
…
是

日
無
障

畷
法
界
。
総
該
萬
有
即
是

一
心
。
於
法
界
略
分
三
種
。

一
事
法
界
、

二

理
法
界
、
三
無
障
擬
法
界
。
云
々
」
と
説
く

が
、
こ
の

「
一
心
」
も
亦

「起
信
論
」
の

一
心
に
基
く
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お

「
一
眞
法
界
」
と
し
て
法
界
を
髄
相
用
に
ょ
つ
て
解
繹
す
る
立

場
も
あ
る
が
、

こ
れ
亦

「論
」
を
根
底
と
す

る
解
繹
で
あ
り
、
か
く
し

て
澄
観
の
敢
學
は
、
全
く
彼
の
輝
観
的
把
握
に
よ
る

「
起
信
論
」
の
解
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繹
に
よ

つ
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
4
)

三

次
に
宗
密
で
あ
る
が
、
彼
は
華
嚴
の
第
五
祀
に
数
え
ら
れ
る
と

と
も
に
、
敏
繹

一
致
の
首
唱
者
と
し
て
ま
た

一
2
猫
自
の
立
場
を
形
成

し
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
の
著
書
の
上
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
華

嚴
の
立
場
と
し
て
は

「
註
法
界
観
門
」
と

「
普
賢
行
願
品
別
行
疏
紗
」

等
が
あ
り
、
輝
の
立
場
と
し
て
は

「
輝
源
諸
詮
集
都
序
」
「
輝
門
師
資
承

襲
圖
」
等
が
あ
り
、
し
か
も
彼
の
綜
合
的
敏
學
は
圭
著

「
圓
畳
経
疏
」

に
示
さ
れ
、

こ
れ
ら
と
は
別
に

「
原
人
論
」
が
あ
る
。

ま
つ
華
嚴
に
關
す
る
所
を
み
れ
ば
、
、「
註
法
界
観
門
」
冒
頭
の

「法

界
」
の
解
繹
に
、
「
清
涼
新
経
疏
云
、
統
唯

一
眞
法
界
、
謂
総
該
萬
有

帥
是

一
心
。
然
心
融
萬
有
便
成
四
種
法
界
。
…
…
」
と
所
謂

「総
該
萬

有

一
心

を
直
ち
に

「
法
界
観
門
」
の
解
繹
の
上
に
説
く
の
は
澄
観
よ
り

更
に

一
歩
す
す
め
た
も
の
で
あ
る
。
又

「行
願
品
疏
紗
」
に
於
て

「
総

唯

一
眞
法
界
帥
是

一
心
。
起
信
云
、
所
言
法
者
謂
衆
生
心
。
」
等
と
述

べ
る
所
も
ま
た
、
澄
観
を
つ
ぐ
も
の
で
あ
つ
て
も
、
華
嚴
の

一
心
に
關

し
て
直
ち
に

「
起
信
論
」
を
明
示
し
て
論
ず
る
所
に
宗
密
の
立
場
が
あ

る
。こ
こ
で
彼
の
輝

の
立
場
に
注
意
す
れ
ば
、
「
都
序
」
に
於

て
は
輝
の

三
宗

(
息
妄
修
心
宗
、
混
絶
無
寄
宗
、
直
顯
心
性
宗
)
と
敏
の
三
敏

(
密
意

依
性
説
相
敢
、
密
意
破
相
顯
性
敬
、
顯
示
眞
心
印
性
教
)
を
た
て
て
そ
の
融

合
を
論
ず
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
宗
と
し
て
の
琿
に
於
て
三
宗
を
開

(
5
)

き
、

こ
れ
に
封
鷹
し
て
三
教
を
た
て
る
の
で
あ
る
。
そ
の
繹
の
直
顯
心

性
宗
は
彼
の
荷
澤
繹
の
立
場
で
あ
り
、
そ
の
華
嚴
の
立
場
は
こ
れ
に
封

慮
す
る
顯
示
眞
心
印
性
敏
に
説
く
が
、
根
本

と
し
て
の

一
眞
心
性

(露

知
、
寂
知
)
は

「
華
嚴
経
塵
含
経
巻
喩
」
を
根
嫁

と
し

「如
來
藏
」
を

以
て
直
ち
に

「
琿
」
の
内
容
に
於
て
論
ず
る
。

こ
れ
は
又

「原
人
論
」

の

「
一
乗
顯
性
教
」
に
於
て
説
く
所
と
同

一
で
あ
り
、
圓

・
頓

・
終
を

以
て

一
乗
と
す
る
澄
観
の
立
場
を
う
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
如
來

藏
と
は
全
く

「
起
信
論
」
を
以
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て

重
要
な
こ
と
は
、
華
嚴
と
如
來
藏
と
は
輝
に
よ

つ
て
同

一
と
せ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
又
華
嚴
と
輝
と
の
融
合
は
實
践
的
論
縁
で
あ
る
如
來
藏
を

以
て
説
か
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
如
來
藏
が
悉
く

「
起
信
論
」

に
よ
つ
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
は
繹
に
於
て
把

握
せ
ら
れ
た

「
論
」
で
は
あ
る
が
、
「
一
心
」
「
三
大
」
「
始
本
無
二
」

「
不
攣
随
縁
」
よ
り

「三
心
」
「
四
信
」
「
五
行
」
に
至
る
ま
で
、
全
く

「起
信
論
」
を
根
底
と
し
て
論
立
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

所
で
、
こ
の
様
な
輝
の
立
場
は

「
行
願
晶
疏
砂
」
で
如
何
に
説
か
れ

る
か
と
言
え
ぱ
、
所
謂

「
一
心
」
に
つ
い
て
性
起
門
と
縁
起
門
と
を
開

き
、
性
起
門
に
は
十
玄
門
を
論
じ
、
縁
起
門
で
は
こ
れ
に
分
浮
と
圓
浄

と
を
分
つ
て
そ
の
圓
浮
に
頓
悟
と
漸
修
と
を
論
ず
る
。
而
し
て
こ
の
性

起
門
を
別
教

一
乗
と
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
華
嚴
と
輝
と
を
融
會
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、
宗
密
に
於
て
は
、
澄
観
で
は
内
包
せ
ら
れ
て
い
た
輝
及

び

「
起
信
論
」
の
立
場
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
顯

説
す
る
新
し
い
解
繹
を

『
起
信
論

』
解
繹

の
攣

遷

(
小

林
)
,
,

二

二
七
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『
起
信
論
』
解
繹

の
攣

遷

(
小

林
)

二
二
八

示
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
澄
観
と
異
る
所
は

「
圓
箆
経
」
を
根

本
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
「
圓
畳
経
」
は
す
べ
て
の
教
を
ふ
く
む

所
に
そ

の
立
場
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
こ
れ
を
華
嚴
の

五
教
に
從
つ
て
終
頓
二
教
を
そ
の
立
場
と
す
る
と
言
う
。

又
、
宗
趣
論

で
は
、

こ
れ
に
通
別
を
分
ち
、
そ
の
別
と
は
輝

の
立
場
を
以
て
し
、
そ

の
通
の
立
場
に
五
宗
を
分
つ
が
、
そ
の
五
宗
と
は
法
藏
の
四
宗
到
に
華

嚴
の
圓
敏

・
圓
融
具
徳
宗
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
経
は

如
來
藏
縁
起
宗
を
宗
趣
と
し
て
兼
ね
て
圓
融
具
ハ徳
宗
で
あ
る
と
言
う
。

・
更
に
、
そ
の
敢
學
の
理
論
的
構
成
が
ま
た
全
く

「起
信
論
」
に
よ
つ

て
い
る

こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
即
ち
、
「分
齊
幽
深
」
の

一
段

に
於
て

五
重
の
義
を
た
て
る
が
、
そ
の
第

一
は

「
唯

一
心
」
を
本
源
と
説

い
て

こ
れ
を

「圓
箆
の
妙
心
」
と
説
く
と
共
に
直
ち
に
華
嚴
の

二

眞
法
界
」

と
す
る
。
第
二
に
蛙
こ
の

一
心
に
よ

つ
て
心
眞
如

・
心
生
滅
の

「
二
、

門
」
を
開
き
、
第
三
に
は
そ
の
心
眞
如
門
に
よ
つ
て

「豊

・
不
毘
」
の

「
二
義
」
を
論
ず
る
。
更
に
第
四
に
は
そ
の
不
畳
に
よ
つ
て

「
三
細
」

を
論
じ
、
第
五
に
は

「
六
錘
」
を
説

が
、
か
く
の
如
く
こ
の
五
重
の

義
は
悉
く

「
起
信
論
」
を
以
て
論
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
於
て
、
宗
密
の
教
學
も
ま
た
、
全
く
如
來
藏
帥
ち

「
起
信
論
」

の
實
践
的
把
握
を
根
底
と
し
て
い
る
と
結
論
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
様
に
考
察
す
る
と
き
、
華
嚴
に
お
け
る

「
起
信
論
」
の
解
繹
は
、

全
く

「
起
信
論
」
の
實
跳
的
な
観
門
に
お
け
る
把
握
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、

こ

れ
を

根

檬

と

し

て
法

藏

よ

り

澄
観

へ
更

に
宗

密

へ
と

そ

の
教

學
・

が
展

開

し

て

い
る

こ
と

が

理

解

さ

れ

る

の
で

あ

つ
で
、

こ

の
意

味

に
於

て

華
嚴

教

學

展

開

の
根

底

を

な

し

て

い
る

と

言

う

こ

と
が

出

來

る

の

で

あ

る
。
1

拙
稿
、

「
華
嚴
観
門

の
展
開

と
敢
學

の
攣
遷
」
(
佛
敏

學

研

究

第

二
十

號
」
を
参
照
さ
れ
た

い
。

2

五
教
剣

の
構
成
は
、

小
乗

・
大
乗
、

三
乗

・
一
乗
、

漸
教

・
頓
教

・
始

教

・
終
教
等

の
組
み
合

せ
に
よ

つ
て
解
せ
ら
れ
る
が
、

そ
の
.開
分

の
典
ハ擦

の

一
つ
に

「
五
敢
章
」

で
は
、
「
起
信
論
」

の

「
心
眞
如

門
」

が
あ

げ

ら

れ
る
こ
と
も
注
意
す

べ
き
で
あ

ら
う
。

起
信
論
中
、

約
頓
敢
門
顯
絶
言
眞
如
、

約
漸
教
門
説
依
言
眞
如
、

約
始
終

二
敏
説
空
不
室
眞
如
也
。

3

拙
稿

「
澄
観
教
學

の
研
究
-

華
嚴
観
門

の
展
開

と
教
學

の
攣
遷
(
中
)

-

」
(
龍
谷
大
學
論
集
三
七
七
號
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

4

高
峯
博

士
著

「
華
嚴

と
繹

と
の
通
路
」

5

〔輝
源
諸
詮
集
都
序
〕
,

〔
承
襲
圖
〕

〔原
人
論
〕

密
意
依
性
説
相
敢

人
天
因
果
教

人

天

敬

断
惑
滅
苦
敏

小

乗

敢

將
識
破
境
敢
…
息
妄
修
心
宗
…
北
宗
…
大
乗
法
相
敏

密
意
破
相
顯
性
教

混
絶
無
寄
宗
牛
頭
宗
…
大
乗
破
相
教

顯
示
眞
心
印
性
敏

直
顯
心
性
宗

洪
州
宗

荷
澤
宗

一
乗
顯
性
教

(
前
註
書
二
七
頁
参
照
)
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